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1．はじめに 

胴縁の防錆処理は，一般的に JIS K 5674 などのさび止

めペイントが用いられるが，胴縁は構造体に比べて板厚

が薄いためさび止め塗装のみでは耐久性が低く，構造体

より先に胴縁が耐用年数を超えてしまう課題がある．そ

こで，筆者らは胴縁の耐食性向上と製造の簡素化を目的

とした胴縁システムを開発 1)し，前報 2)で耐食性試験結

果を報告した．本報では，その続報として屋外暴露試験

結果(5年)を報告すると共に試験体外観から中性塩水噴

霧サイクル試験(以下，CCT)との相関を調査したのでそ

の結果を報告する． 

 

2．高耐食めっき鋼板の特長 

本胴縁システムに用いる高耐食めっき鋼板は，JIS G 

3323(溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼

板および帯鋼)等のプレめっき鋼板である．図 1 に胴縁に

用いられる各種材料の腐食挙動の概要図を示す．高耐食

めっき鋼板は，緻密な腐食性生物が腐食を抑制し，溶融

亜鉛めっきと同等以上の耐食性を有する. 

 

       図 1. 各種材料の腐食挙動 

 

3．屋外暴露試験 

3.1 試験方法 

高耐食めっき鋼板，さび止め塗装を施した鋼板，溶融

亜鉛めっき鋼板の耐食性を確認するために，屋外暴露試

験に供した．表 1 に試験条件を示す．試験体の形状及び

寸法は①，③は前報 2)の寸法とし，② -1，② -2 は

C100×50×20×2.3×長さ 300mm 及び 100 ㎜のリップ溝形鋼

を用いた．試験体は，東京湾に面した千葉県市川市の湾

岸地区で海岸から約 10mの暴露場に設置した．  

表 1．屋外暴露試験の試験条件 

 

 

3.2 屋外暴露試験結果 

表 2 に屋外暴露試験の試験体外観写真を示す．試験体

①は，暴露期間 5 年で上向きの切断端面部及び鋼管内部

の溶接ビード部に僅かな赤錆は確認されたが，それ以外

の部位では赤錆は確認されなかった．また，ネコピース

を締結しているワンサイドボルトにも赤錆の発生はなか

った． 

一方，試験体②-1は暴露期間 0.5～1 年で赤錆が確認

され，暴露期間 2 年では試験体全体に著しい赤錆が発生

した．試験体②-2は暴露期間 2 年で端面部や水のたま

りやすいフランジ部で著しい赤錆が発生していた. 

試験体③は上向きの切断端面部に僅かな赤錆が確認さ

れ，それ以外の部位では試験体全体に白錆が確認された． 

 

4．屋外暴露試験と CCTの相関調査結果 

表 2 に既報 3)で示した CCT の試験体の外観写真を示

す．試験体①及び③は暴露期間 5年で CCT50 サイクル

より腐食状態は軽微であった．一方，試験体②-1は暴

露期間 0.5～1年で CCT50 サイクル，暴露期間 2年で

CCT100 サイクルと同程度の赤錆が確認された．また，

同様に②-2 も暴露期間 2 年で CCT100 サイクルと同程

度の赤錆が発生していた． 

屋外暴露試験と CCT(試験方法:JASO M609-91法)の相

関は CCT30サイクルで海岸地帯での暴露試験約 6.5年
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に相当するとの報告 4)がある．今回の試験では外観観察

だけ調査にはなるが，試験体①,③はこの相関に近い結

果となっていると考えられる． 

一方，さび止め塗装を施した試験体②-1,②-2は，前

述の相関は成り立たず，今回の試験条件では，屋外暴露

2 年で CCT100 サイクルと同程度の腐食状態に至ってい

た．これは，CCTでは紫外線による塗膜劣化はほとん

どないが，屋外暴露試験では紫外線による塗膜劣化が生

じるため，この塗膜劣化により腐食が促進したためと推

定される． 

 

5．結言 

(1) 海岸地域にて屋外暴露試験(5 年)を行った結果，試験

体①(高耐食めっき鋼板/K27)では，上向きの切断端面部及

び鋼管内部の溶接ビード部に僅かな赤錆は確認されたが，

それ以外の部位では赤錆は確認されなかった．また，ネ

コピースを締結しているワンサイドボルトにも赤錆の発

生は認められなかった． 

(2) 試験体②-1，②-2(JIS K 5674/膜厚約 15，60μm)で

は，暴露期間 1～2 年で著しい赤錆が観察された．  

(3) 試験体③(溶融亜鉛めっき/HDZ40)は，上向きの切断端

面部に僅かな赤錆が確認され，それ以外の部位では試験

体全体に白錆が確認された． 

(4) 今回の暴露試験及び前報 3)の CCT の試験体外観から相

関を調査した結果，高耐食めっき鋼板及び溶融亜鉛めっ

きは暴露期間約 5 年で CCT50 サイクルより腐食状態は軽

微であった．一方，さび止め塗装を施した鋼板は暴露期

間約 2年と CCT100 サイクルと同等の腐食状況であった． 

(5) 胴縁に使用される各種材料を屋外暴露試験に供した結

果，本胴縁システムに用いられる高耐食めっき鋼板

（K27)がさび止め塗装材より耐食性に優れ，溶融亜鉛め

っき(HDZ40)と同等以上の耐食性があることを確認した．

このことは，海岸近傍の建物には本胴縁システムを用い

ることが有効といえる． 
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表２．　屋外暴露試験結果およびCCT結果
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